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第第６６学学年年「「算算数数」」学学習習指指導導案案  授業者 岡田 紘子 

２月１５日（土） ２階Ｂ室  ９：００～９：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 単元名 比例の利用 

２ 単元について  

日常生活における問題解決において、ある数量を直接測定することが困難な場合がある。そのような

状況では、目的の数量と伴って変わる別の数量を見いだし、二つの数量の関係を用いて間接的な測定方

法を考案することが有効である。このような方法による問題解決の過程を通じて、子どもたちは、算数

の有用性を実感することができるだろう。そして、既習事項を積極的に活用しようとする主体的な学習

態度の育成につながると考える。 

本単元では、日常の場面を数学的に捉え、特に比例関係を用いた問題解決に焦点を当てる。指導にお

いては、以下の４つの過程を重視したい。 

①①問問題題場場面面のの整整理理とと条条件件のの確確認認    ②②比比例例関関係係ににああるる二二つつのの数数量量をを見見いいだだすす  

③③二二つつのの数数量量のの関関係係がが比比例例関関係係ででああるる根根拠拠のの確確認認    ④④比比例例関関係係のの特特徴徴をを活活用用ししたた解解決決方方法法のの検検討討  

  これらの過程を通して、比例の関係を用いた問題解決の方法を日常生活に生かす力を育んでいきた

い。また、本単元の活動が中学校での比例へと繋がっていくことも意識して授業を行いたい。  

３ 本時について 

比例関係の理解と活用を促すため、「お花紙を使った花の作成」を題材とした学習活動を行う。最初

に、数えることが困難な枚数のお花紙を提示し、「「５５枚枚でで11つつのの花花がが作作れれるる場場合合、、全全部部ののおお花花紙紙をを使使うう

とと何何個個のの花花がが作作れれるるかか」」という問いを投げかけることから授業を始める。 

まず、「どんな数が枚数と関係があるか」考え、伴って変わる二つの数量を見いだす場面を作る。そ

の後、枚数と重さ、または枚数と厚さという二つの数量の関係性に着目させ、それぞれの数量が比例関

係にあることを確認する。その際、目的や状況に応じた適切な数量の選択について考えさせたい。 

学習を深める段階では、多様な解法を検討し、各解法における式や数値の意味を確認するとともに、

比例関係の妥当性について考える。さらに、問題解決過程を振り返り、働かせた数学的な見方・考え方

を明確化する。そして、日常生活における比例関係の活用場面を探索することで、学習内容の理解を深

める。学習活動を通じて、数学的な見方・考え方を育成し、比例関係を活用する態度を形成するととも

に、実生活における数学的思考の応用力を養うことを目指していきたい。 

４ 学習指導計画（１時間目／全２時間） 

第１、２時…日常生活における比例関係を活用した問題解決……本時１/２時間 

５ 本時の学習について  

（１）本時のねらい 

問題場面の 2 つの数量が比例関係にあることに着目し、その性質を活用した解決の方法を考え、説明

することができる。 

（２）予想される本時の展開  

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１１  問問題題をを把把握握すするる  

 T：たくさんのお花紙があります。５枚で１個お花が作れるのですが、このお花紙を全部

使うと何個のお花が作れるかな。 

 C：数えるのは大変だ。 C：数えなくても枚数がわかる方法はないかな。 

２２  条条件件やや場場面面をを整整理理しし、、知知りりたたいいここととににつついいててアアイイデディィアアをを出出しし合合うう  

C：枚数と重さの関係を調べる。 

C：枚数と厚さも比例しているけれど、ふわふわして正確には測れないかもしれない。 

３３  自自力力解解決決  

４４  式式やや数数のの意意味味、、働働かかせせたた見見方方・・考考ええ方方をを話話しし合合うう  

５５  本本時時のの活活動動をを振振りり返返るる  

・本時で働かせた見方・考え方は何か 

・他に日常生活における比例関係を活用して未知の量を求められる場面はないか  

 

 

 

 

・「何を調べれば枚数がわかるか」問

い、伴って変わる数量を見つけさせ

る。 

・「なぜ比例と考えたのか」「比例と考

えてよいのはなぜか」を問う。  

・自由に基準となる枚数を決めて重さ(ま

たは厚さ)をはかる。 

・数値の意味や式の根拠を丁寧に吟味す

る場を作る。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

・数値の意味にこだわり、式や図等を関係づけながらそこに至る考えを理解していくことで、比例の理

解が深まっていたか。 

お花紙で作った花 

第第５５学学年年「「体体育育」」学学習習指指導導案案  授業者 神﨑 芳明 

２月１５日（土） １階体育館  ９：００～９：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 単元名 わたしとあなたで〜見えない身体を探る〜 

 

２ 単元について 

  ５年生では、「身体を知る」営みとして、子どもたちが選択した動きのテーマについて活動する時

間と「他者とともに楽しむ」ことを目的として、教師が提示した活動に取り組む時間に分け、前者を

「自分の時間」、後者を「みんなとの時間」として、子どもと共有しながら進めてきた。＊詳細は要項参照 

本単元は「みんなとの時間」として、見えない身体をテーマとして扱う。その理由としては、子ども

たちは、心身の発達が著しい思春期を迎え、個々の違いがより顕著に見られるようになってきたことに

ある。男女を互いに意識することや、同性間においても関係性に偏りや隔たりが生じている。この時期

としては、当然とも言えることではあるが、心身の違いがあるからこそ、その違いを受け入れ合うこと

で、他者との関わり方に活かせればと考えている。そこで、これまでは扱ってきていない「見えない身

体」をテーマに、自分や他者との身体を感じ合い、共感し合う活動を取り入れることにした。 

本単元では、男女混合４名〜５名のグループ（ファミリー）で活動を行い、「打つ」「運ぶ」「投げ

る」「移動する」など、他の子たちと協力しなければできない活動を取り入れる。例えば、「打つ」と

いう活動では、アイマスクを着用して視覚が遮られた状態の相手に対し、視覚がある子がボールを投げ、

それを手で打つという活動をする。視覚がない相手にボールを投げるには、相手の動きに合わせて投げ

る速さや高さ、タイミングを調整する必要がある。一方で、視覚のない子は、投げられたボールがどこ

にくるか把握できないため、「ここに投げてくるだろう」と相手のボールを信じて、視覚がある場合と

は異なる身体の使い方や調整が求められる。つまり相互に相手を信頼し、身を委ね合いながらボールを

打つことを行うのである。 
“今ここ”の子どもたちが、「見えない身体」をテーマとしながら知識としての心身の違いを理解す

るのではなく、身体でそれを受け入れていく営みを重視しながら、関わり方を見直し、生活にも生かさ

れるようにと期待して、本単元を設定した。 
 
３ 学習指導計画（３時間目／全６時間） 

第１次 学習のねらいと進め方を知る       …１時間 

第２次 活動に取り組む             …本時３／６時間 

第３次 感じたことを振り返る          …１時間 

 

４ 本時の学習について 

 (１)本時のねらい 

 ・見えない身体に目を向けた活動を通して、感じたことを共有する。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１．本時の見通しをもつ 

 ・学習のねらいの確認と、本時の活動について確認をする 

２．活動をする（前時の時間を見ながら活動を決定していく） 

 ・打つ ・運ぶ ・移動する ・投げる 等 

３．ふり返りをする 

 

・前時をふり返りと本時のねらいを確認する 

・日常の身体との違いや相手の身体について考えら 

れる問いを投げかける。 

・活動を通して感じたことを伝え合う。 

  

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

・本時の子どもたちの様子について 

・これからの体育のカリキュラムについて 
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